
３月分市況報告書　　 報告者　中島良晴

調査日　群馬県森林組合連合会共販所　3月4日

　今日は　前橋共販所開設６７周年記念市である。　上位高額買受者や優良出荷者が表彰された。

烏川流域森林組合も優良出荷者に列せられ、塚本専務が参列した。

昭和34年に前橋市上小出町で木材共販が始まってから６７年目、その後現在の天川大島町に移転

してから５９年目になる。当時は木材の流通システムがあまりにも未熟で森林組合も素材生産業者も

買い方と直接取引していた。　これまで付き合いのある相手としか取引の無い、限定的な世界であった

山主の販売方法も大抵は”立木売り”が多く、これは”ここからここまでの場所の立木を売る”となると

本数は何本生えていて、全体では○○石生産が出来そうだから、１石〇〇円として一山〇〇〇〇円

でどうだろうか？　というと　それで良かろうとなれば商談成立と言う具合であった。

この場合元玉から先端に至るまで、立木で買った業者がそれぞれの使い道に合った得意先に売りさばく

山主はどんな用途で使われたか？　あまり気に掛けなかった。

　当時　国有林などは公売広告を出し山土場や中間土場で入札を行ってはいたが、これも地元の

製材業者等に限られ限定的な物であった。　

　こんな状態の中で”せっかく生産した素材をもっと有利に販売する方法は無いか？”と考えられ

”森林組合で生産した材を１か所に集めて、規格ごとに仕分けをして、それぞれの使い道ごとに

業者を集めて、入札によって一番高い買い方に落札しよう。”と言う趣旨で始まった木材共販所である。

　これは買い方にとっても都合の良いシステムであった。　これまで必要な素材は自分で立木買いを

するか、なじみの生産業者に発注しておかなければならず、相場は曖昧な物であった。

しかし県森連の市場に来れば、必要な寸法ごとに仕分けされた丸太が椪積され、これに希望の

価格を入札すれば良い。当時は全額入札であったが、検知も公平な立場で正確に表示されている

事も、市場の必須条件であったから、入札価格は計算し易かったはずである。　

私が入所した頃までは「こんな物迄売れるの？」と言うくらい１本残らず売れていた時代であった。

当時としては実に画期的な販売システムであったのである。

　６７年経った今の前橋木材共販所は開設記念市と言っても閑散としている。

情報世界の拡大と物流システムの発達により、生産された素材は、原木市場のはるか上空を、全国

スケールで行きかっている。　広範囲で長距離輸送を伴う現在の木材流通の世界は、何と言っても

量の確保が一番重要な価値となっている。　続いて一定以上の材質の担保だが特別な材質は

求められていない。　量が価値になる場合の一定の材質とは、太さが一定の範囲内にまとまる事が

かなり上位の品質条件と言える。

素材生産する側としては、今市場で求められている価値とは何かをいつも考えながら生産すべきである。　

但し原木は工業製品では無いので、求められてはいない規格も必ず出て来る。

　こんな時その時々の共販結果を思い出して貰いたいのだ。そこに答えは書いてあるから、常にとまでは

行かなくても、共販の結果には目を通しておいて貰いたい。　新聞や週刊誌を読む位なつもりで良い。

表紙をめくると木材市況のページになる。

　この表の見方は同じ規格の欄を過去数回にわたって串刺しの様に見る事だ。　この時価格だけでなく

出荷量と販売量も見る事が大事だ。価格が良くても売れているのはほんの少しだけと言う事もあるからだ。

　今回の市では、まとまった量の椪はほとんど無いが、右の欄外の数字を見て欲しい。

これは入った札の枚数である。　今回は１枚札の物件はほとんど無いが、これで人気の度合いが判る。

今回はほとんどが４.０m材なので、比較する３.０mは無いが、まんべんなく多くの札が入っている事が判る

4.0ｍの太物は、他の規格が品薄な今は　12,000円/㎥　程で良く売れている。



調査日　素材生産協同組合　3月5日

　こちらの市は前橋とは対照的に　94１㎥　が市に掛かっている。

国有林の出材が今年度分は完了しており、一般材だけの市であったが、広葉樹が　１５㎥　針葉樹が

９２６㎥　が市に掛かった。 ここに至って前橋の市場とは別物になっている。

素生協の事業は組合員の為の原木市場の運営だけなのに対し、県森連の市場は森林組合で

生産された素材を、全国レベルの流通網に送り出す事業であり、原木一場は　その事業の一部門

と位置付けられている。　一長一短だが、生産側としては市場の性格を理解して使い分けるべきだろう。

落札率は広葉樹は　ケヤキ　ミズキ　が売れ残り　54％にとどまったが、針葉樹は単純計算だけでも97％

と言う売り上げである。この針葉樹の中には、前回の報告にも出ていた”杉の社木”なるものが含まれて

いて、これらは今後もあまり売れる見込みのない物件であるので、これを除けば落札率は　99％　に達する

　実は素生協の市場は次回の市に”上州産優良素材展示会”が控えており、この市は県森連で

行われる群馬県主催の”群馬県優良素材展示会”にあたる市である。

だから優良な材は次回に取り置きしたい所であろうと思うが、今回の市でかなり良い材を惜しみなく大量に

売払っている。土場を廻ると、確かに”展示会用　次回分”と言う紙が貼ってあり、展示会用の

”とっておき”は別に用意してある様だが、今回の市でも展示会に回しても、そんしょくの無い良材があった。

こちらの優良素材展示会は、一件当たりの材積や本数、更に樹種にも参加条件が無く、　ただ純粋に

優良な材を展示即売する趣旨である。　従って優良であれば　スギ1本　でも　ケヤキ　でもエントリーが

可能だ。　市場にいるうちに　エンジュ　が入荷した。出荷者によると「この他にも　　ホウ　の太い物や

クリ　の良い物が取り置いて有る。展示会用に持ってくる。」　と言っており、展示会に対する熱量を

感じた。　これも前橋とは違っているところだった。　市場に活気が感じられる。

ここで言う上州産材(群馬県産材)は他の県と比べてどのような位置にあるかと言えば、全国レベルで

観ればそう劣る物ではない。　表日本と裏日本ではかなりの違いがある。苗木の相互移動が禁じられて

いるラインもあったりして、北陸地方～新潟にかけて杉は良材が少ない。　また産地の銘柄で言えば

”秋田杉”などが有名であるが、これはかつて江戸時代に藩主が災害防止の為に伐採を禁じた山が

あった。これを”御留山”と言い現在の保安林に当たる物であった。　本来はこれらの木を秋田杉と呼び

珍重してきた。　その後　御留山　が枯渇すると”秋田県産で100年以上”と言う条件になり、５０年ほど前

から秋田県は”秋田県で採れた杉ならば全て秋田杉と表記して良い”と認められて今に至る。

木曽のヒノキはもともと天然林で今でもどんな怪物が眠っているのか定かではない。

つまり銘柄材と言っても、その正体はなんとな～んと無く、ぼ～んやりしたものなのだ。

群馬県でも良質なスギが採れるところは限られる。　桐生市の梅田町の谷・長良川の源流付近　とか

下仁田～南牧村にかけての一帯だと思っている。　共通している事は”岩場が多く、初期成長が遅い”

という事だ。　但し桐生の良材は群馬県産材としては扱われない。県境を越えて日光杉となって

市場に出回る。　やはり名前の力は大きいのだ。　そんな中で今あちこちの県で自前の銘柄材を

作るべく活動している。　かつてその先駆けとなったのは”東濃ヒノキ”だった。

　各県が補助金を付けて、県産材の普及に力を入れているのだ。　かつてこの分野では、群馬県が

その最先端を行っていた。　しかし現在は、他の県に大きく後れを取っている。

東京都で言えば”多摩産材”であるが、巨大な消費地を擁している為”多摩産材”は不足している。

埼玉県も県産材に優遇措置をとっている。　例えば群馬県で家を建てようと思っても、埼玉県の

業者に発注すれば埼玉県材の家として補助金の対象になる。　こうして群馬県内の需要が他県に

流出する。家1軒分であっても、少なくとも数千万円が流出するわけである。　群馬県産材の栄光を

もう一度取り戻したいものだ。


